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 2013 年 3 月 6 日 

 

TPP（環太平洋経済連携協定）参加に関する議論が活発になっている中、Ｎ－1 サミット実行委員会（実行委員長：

高島宏平）は、2013 年 2 月 13 日（水）～3 月 5 日（火）に、Ｎ－１サミットの参加者・招待者である日本の優良な生産

者（農業、畜産、水産）を対象に、日本の農業の競争力に関するアンケートを実施し、158 人の回答を得ました。 

 

その結果、48.1％の生産者が「日本の農業は攻めていくべき」と考えており、「日本の農業は世界で戦えるレベルま

で強くなれる可能性がある」という積極的な意見も 60.8％となりました。 

 

また、現在の政府の農業政策に対しては 89.3％が満足しておらず（「満足していない」47.5％、「どちらかというと満

足していない」41.8％）、グローバル競争の中で勝ち抜くために必要なものとしては、人材育成（56.3％）、減税や資

金援助など設備投資への支援（39.9％）、大規模化・企業化（29.7％）という意見が上位を占めました。 

 

＜調査結果のサマリー＞ 

 

・48.1％が、日本の農業は「攻めるべき」と回答 

・60.8％が、「日本の農業は世界で戦えるレベルまで強くなれる可能性がある」と回答 

・政府の農業政策に、89.3％が「満足していない」 

・日本の農業がグローバル競争の中で勝ち抜くために必要なもの 

 人材育成 56.3％ 

 減税や資金援助など設備投資への支援 39.9％ 

 大規模化・企業化 29.7％ 

 

【調査概要】 
・調査元：  Ｎ－１サミット実行委員会 
・調査対象： オイシックス株式会社の取引生産者（農業、畜産、水産） 
・有効回答数： 158 
・調査方法：  FAX 調査 
・調査日： 2013 年 2 月 13 日(水）～2013 年 3 月 5 日(火） 
 
 
 

優良生産者 158 人 日本の農業の競争力に関するアンケート 

日本の農業は攻めるべき 48.1％ 

日本の農業は世界で戦えるレベルまで強くなれる 60.8％ 

グローバル競争には、人材育成、設備投資への支援、大規模化が必要 

Ｎ－１サミット事務局Ｎ－１サミット事務局Ｎ－１サミット事務局Ｎ－１サミット事務局    
（（（（オイシックス株式会社内オイシックス株式会社内オイシックス株式会社内オイシックス株式会社内））））    
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＜データ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本リリースに含まれる調査結果をご掲載頂く際は必ず下記の問合せ先へお問合せください 

Q．．．．日本の農業は攻めるべきか、日本の農業は攻めるべきか、日本の農業は攻めるべきか、日本の農業は攻めるべきか、守るべき守るべき守るべき守るべきかかかか Q．日本の農業は、世界で戦えるレベル．日本の農業は、世界で戦えるレベル．日本の農業は、世界で戦えるレベル．日本の農業は、世界で戦えるレベル
まで強くなる可まで強くなる可まで強くなる可まで強くなる可能性があると思うか能性があると思うか能性があると思うか能性があると思うか 

Q．政府の農業政策に満足しているか．政府の農業政策に満足しているか．政府の農業政策に満足しているか．政府の農業政策に満足しているか 

QQQQ．日本の農業がグローバル競争の中で勝ち抜くためには何が必要だと思うか．日本の農業がグローバル競争の中で勝ち抜くためには何が必要だと思うか．日本の農業がグローバル競争の中で勝ち抜くためには何が必要だと思うか．日本の農業がグローバル競争の中で勝ち抜くためには何が必要だと思うか    （複数回答可）（複数回答可）（複数回答可）（複数回答可）    
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優良農業者最大級イベント「Ｎ－１サミット」とは 

 

「Ｎ－１サミット」は、将来の農業会を背負って立つ、自信と気概を持って農業に取り組む人たちが集い、学び、考

え、交流し、称えあう場として、農業界の活性化を目指すイベントです。全国の優良農業者を中心に 500 名ほど

が参加し、農業界最大級のイベントとなっております。 

 

「Ｎ－１サミット２０１３」では、TPP 交渉開始の流れや成長産業としての農業に対する期待が高まっていることを背

景に、「日本の農業が成長産業になるための『攻め』と『守り』」について、具体的な戦略を議論し、政策提言とし

てまとめて発表しました。 

 

＜Ｎ－１サミット２０１３ 開催概要＞ 

・開催日時：  2012 年 3 月 6 日(木) 12:00～17：00（懇親会含む） 

・場所：  きゅりあん（品川区立総合区民会館） 8 階 大ホール（東京都品川区東大井 5-18-1） 

・主催      Ｎ－１サミット実行委員会 

・運営事務局: オイシックス株式会社 

・後援:     農林水産省、経済産業省、日本貿易振興機構（ジェトロ） 

 

 

 


